
発行者 楽しい株式会社 * * * * * * * *   申込先着　25名  * * * * * * * * 
発行責任者 松尾　康志 * * *   参加費  5,000円（交通費、昼食代）* * * 

住　所 北九州市若松区向洋町10番1

北九州エコタウン実証研究エリア内 日時      平成19年11月16日(金)　

Tel 093-752-5300 fax　093-752-5303 　　　　　　8時30分～18時

ｽｹｼﾞｭｰﾙ　 8:20　　小倉駅北口ＫＭＭビル前集合

　　　　　8:30　　小倉駅発

　　　　　9:00　　楽しい㈱(堆肥化製造工程見学)
　　　　　9:30　　Nature(ネイチャー)見学

　1980年代までの大量生産･大量 　　　　 12:00　  下郷　昼食

消費･大量廃棄の時代からリサイクル 　　　           　　(六白黒豚と有機野菜のしゃぶしゃぶ)

社会へ、しかしこれは大量生産･大 　　　　　　　　　 有機野菜農家3ケ所見学

量消費・大量リサイクルに過ぎず、               18:30　 小倉駅着

循環型社会とは言えない。1992年のリオサミット、ア お問合せ　楽しい株式会社　TEL093-752-5300

ジェンダ21からスタートした循環型社会の構築は動脈 お申込み　裏面の申込書に記入(FAX093-752-5303)

と静脈が同じプラットホームで考え、問題解決を図って ･･･ちょっと一服･･･

いくことができるかが重要なポイントとなる。 笑門来福

さらに持続可能な循環型社会を構築するには、動脈も静 　笑っていると体はリラックスしており、

脈もグローバル化していることから地球規模で考える視 笑いは万国共通の祓い言霊で、悪霊を祓い、

点と、経済と環境を同軸化させ両立させること、さらに ストレスを解消するようです。笑いは息

は見える化をしていくことが重要となる。 を出し、悲しみは息を引く。芝居とはい

えど、息を引きながら笑えず、また息を

メリーズシステムの見える化を目指して 出しながら悲しむことはできないのです。

　笑いがこみ上げでくる時が無意識です。頭の有意識では

笑えません。笑いは、日本の｢あいうえお｣と｢はひふへほ｣

の｢あ行｣と｢は行｣の結びだと言われています。

　下郷農協は、耶馬溪の恵まれた自然環境の中で土づく ｢あははぁ｣｢いひひぃ｣｢うふふぅ｣｢えへへぇ｣｢おほほぉ｣と

りを基本にし、｢消費者と連携し地域農業を守ること｣を その中で｢あ｣と｢は｣の｢あははぁ｣は陽の笑いだそうです。

理念に、家族労働力を基にした小規模農業を守っていま 神代の昔、天の岩戸開きの古歌に、｢天の原　ゆり動かし

す。肥料と農薬を多投するいわゆる｢近代化農法｣に疑問 て弥栄の　一笑いにぞ　よはあけにけり｣とあるように、

を持ち、有機無農薬の有畜複合経営を、約50年にわたっ 笑いは祓いなのです。花が｢咲く｣を｢咲う(わらう)｣ともい

て続けてきました。 います。この｢陽の咲い｣こそが、人間性回復の｢開福｣では

さらに、メリーズシステムに参加し都市部の食品残渣堆 ないでしょうか。

肥を受け入れた環境保全型循環農業にも積極的に取り組 　｢われを、苦しめるのも吾がこころ、われを、救うのも

んでいます。 吾がこころ｣

  上の一説は荻原貞子著｢天とうむし｣に記されています。

｢今日1日をどう生きるか｣を考えるための、きらめき、輝

き、響きあう91のエッセーで1冊の本が記されています。

          * * * 本プレゼント* * *

　　　　　　　　　　｢天とうむし｣を読んでみたい方、先着

　Nature(ネイチャー)は、メリーズシステムでできる新 　　　　　　　　　　10名様に本をプレゼントいたします。

規土壌改良剤｢和み｣の開発にご協力いただきました。 　　　　　　　　　　ご希望の方は裏面のお申込書にご記入

電子技法栽培を用いたトマト栽培を行っており、マイナ 　　　　　　　　　　の上FAX下さいませ。

スイオン水や自家製有機肥料、炭を使って自然の法則に

従った栽培農法です。｢和み｣を使うことで、更なる良質 　　＜展示会のお知らせ＞　是非お越し下さい！

なトマト作りに努めています。 ★★ エコテクノ2007 ★★

　どうぞメリーズシステムの循環の輪を目で見て体験し 10月17日(水)～19日(金)

てください。 　　　　　　北九州市小倉北区　西日本総合展示場

★★ 産学連携フェア ★★

10月31日(水)～11月2日(金)

北九州市若松区ひびきの　北九州学術研究都市体育館

ハチドリ通心(信)は楽しい株式会社のホームページでご覧いただ

けます。URL：www.fun-c.jp/（松尾康志が担当しました。）

｢持続可能な循環型社会とは･･･｣

農協と電子技法栽培トマトNature(ネイチャー)を

訪ねるツアー開催！

「食は命｣｢身土不二｣を掲げるハチドリ耶馬溪下郷

ハチドリ通心(信)
E-mail ceres＠fun-c.jp　URL http://www.fun-c.jp2007年10月号

親ハチドリからメッセージ

楽しい株式会社顧問
同志社大学経済学部

郡嶌　孝教授
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ご同伴

本プレゼント申込み票　FAX093-752-5303

ツアー申込み票　FAX093-752-5303
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